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９９月議会報告月議会報告 町の暮らしに

関わる大切なことを

話し合いました。

～町のこれからを話し合いました～
９月２日から11 日までの 10 日間、９月定例会が開かれました。

一般会計 補正予算

入ってくるお金（主なもの）

特別会計・事業会計（６会計）補正予算

使う・備えるお金（主なもの）

１億８, ８６６万７千円を追加し、
総額は

条例の制定

町道の路線認定

教育長の任命

教育委員の任命

決算認定

報　告

すべて原案の通り可決・同意・認定されました。

になりました。

国からの
お金の増額

（地方交付税など）

人事異動による人件費の増減、前年度繰越金の増額、
基金積立金の増額などが主なものです。

職員の人事異動に伴う
人件費の増減

財政調整基金への
積立金の増額

上関海峡温泉施設の
維持補修基金の増額

物価高対策などの
補助金の増額

（国庫補助金・地方創生交付金など）

町への寄附金の
増額（一般寄附金）

今回の議会で決まったこと（上記以外で）

３６億５,６６７万４千円

２件

１件 １件 ３件

１件 １件
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監
査
報
告

　

税
収
入
等
に
つ
い
て
、
収
入
未
済

額
や
不
納
欠
損
額
が
出
て
お
り
、
内

容
や
理
由
に
も
よ
る
が
町
民
の
皆
様

が
不
公
平
を
感
じ
る
と
納
税
等
の
意

欲
の
減
退
も
憂
慮
さ
れ
る
の
で
、
徴

収
の
在
り
方
を
考
案
し
一
層
の
努
力

を
望
む
。
不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
は
、

徴
収
努
力
の
結
果
で
や
む
を
得
な
い

と
思
う
が
、
取
り
扱
い
は
よ
り
慎
重

に
行
う
よ
う
要
望
す
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
だ
が
収
入
が
落
ち
込
ん
で
お
り

返
礼
品
等
の
検
討
が
必
要
と
感
じ
る
。

道
の
駅
と
温
泉
に
つ
い
て
は
令
和
４

年
よ
り
約
１
億
５
８
９
０
万
円
の
持

ち
出
し
が
あ
り
、
経
費
節
減
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
国
保
・
介
護
に

つ
い
て
は
基
金
が
増
え
続
け
て
お
り

料
金
設
定
を
考
察
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
予
算
組
み
に
つ
い
て
は
、
実
効

性
の
あ
る
計
画
的
な
予
算
組
み
に
努

め
て
い
る
財
政
状
況
だ
が
基
金
が
増

え
続
け
約
34
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

将
来
へ
の
不
安
も
あ
る
が
、
人
口
減

少
を
食
い
止
め
若
者
が
住
み
た
い
ま

ち
づ
く
り
の
政
策
を
計
画
し
実
行
す

る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

上
関
町
教
育
長
の
任
命

上
関
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

上
関
町
教
育
長
の
山
方
純
氏
の
任

期
が
令
和
８
年
９
月
30
日
で
満
了
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
藤
井
俊
亮
氏
を

教
育
長
に
任
命
す
る
。

令和7年度　健全化判断比率
財政の早期健全化や再生の必要を判断するための財政指標

令和7年度　資金不足比率
公営企業の資金不足を、事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状
態の悪化の度合いを示すもの

実質公債比率の 11.7% は、早期健全化基準を下回っているので、町財政は健全である
と判断できる。（赤字になっていない場合は―％表記）

（赤字になっていない場合は―％表記）

　

上
関
町
教
育
委
員
会
委
員
の
河
本

尚
子
氏
の
任
期
が
令
和
８
年
９
月
30

日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き

河
本
尚
子
氏
を
任
命
す
る
。

藤井　俊亮　氏河本　尚子　氏

比率名 令和７年度 早期健全化基準
実質赤字比率 ―％ 15.00％
連結実質赤字比率 ―％ 20.00％
実質公債費比率 11.7％ 25.0％
将来負担比率 ―％ 350.0％

会計名 令和７年度 経営健全化基準
上関町農業集落排水事業特別会計 ―％ 20.0％
上関町漁業集落排水事業特別会計 ―％ 20.0％
上関町航運事業特別会計 ―％ 20.0％
上関町風力発電事業特別会計 ―％ 20.0％

　

退
任
さ
れ
た
山
方
純
氏
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
教
育
行

政
に
ご
尽
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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総務関係総務関係

総 務 文 教 常 任 委 員 会総 務 文 教 常 任 委 員 会

 �上関小学校空調施設設置実施計画委託料
が820万円減額となっている理由と今後の
予定は。
 �当初は、令和 8 年度基本実施設計、令和 9
年度空調断熱工事の計画で、学校施設環境
改善交付金事業の一つである空調設備整
備臨時特別交付金を活用する予定で計画
していた。しかし令和 9 年度に工事を行う
場合、基本実施設計を今年 11 月までに完
了し、設計に基づいた事業費を算定する必
要がある。さらにこの交付金の補助要件と
して、断熱性の確保とあり、同時に断熱対
策を行う必要がある。また、防災・減災対
策やランニングコストなど考慮しなけれ
ばならない。したがって十分な基本設計の
期間が必要と判断し、実施設計分を減額と
した。今後は令和 8 年度に基本設計を行
い、検討したうえで令和 9 年度に実施設計
を行いたいと考えている。

 �社会教育費の GPS マッピング委託料の内
容は。加えて備品購入費にある自動芝刈り
機の耐久年数や管理状態などはどのよう
になっているか。
 �海峡広場で使用する自動芝刈り機を新た
に購入するための費用。GPS 作成委託料
についても自動芝刈り機に使用するため
のもの。現在使用している自動芝刈り機は
敷設しているワイヤが腐食し断線してい
るため動いていない。断線したワイヤを新
たに敷設するためには高額な費用が掛か
る。直近でワイヤレスタイプの自動芝刈り
機が登場したことで、GPS で動くワイヤ
レスタイプのものを購入しようと考えて
いる。ワイヤの耐久年数が 5 年ということ
を考慮すれば経済的になると考える。

 �従来の1日入学をオープンスクールとする
のか。具体的にどのような形で行うのか。
来年度入学が見込まれる児童だけでなく、
範囲を広げるという認識でいいのか。

文教関係文教関係
教育費について

財産収入について

選挙費について

野良猫避妊助成費用について

上関中学校オープンスクールについて

 �配当金 105 万円、有価証券とあるが詳しく
聞きたい。
 �元町民から、持ち株を寄附したいとの申し
込みがあり、証券会社を通して名義を上関
町に変更した。現時点での配当金が105万
円と見込まれるため予算計上した。

 �寄附者から使用用途の希望があったのか。
 �上関町の子どもたちの教育のために使って
いただきたいと希望があった。

 �投票立会人の費用が減額となっている。祝
島と蒲井の投票所の減と説明があったが。
 �祝島、蒲井の各地区の意見を聞き、当日投
票所の開設をなくし、期日前投票のみとし
た。祝島については期日前投票を 2 日間実
施することとした。

 �新たに 10 万円予算計上されている。昨年
度は祝島地区からの申請のみと聞いてい
るが、現在の申請状況などは。
 �現時点でメス 14 件、オス 6 件、地区は祝
島 11 件、その他 9 件となり、16 万 1,600
円を交付決定している。当初予算が 15 万
円としていたが予算流用で 20 万円とした。
さらに今回寄附金により 10 万円が追加さ
れたため、総額 30 万円となった。

 �近年町外の中学校への進学が多くなり、今
年度の入学生は 2 人となっている。町外の
保護者に対して当町の恵まれた教育環境
を説明するため、対外的に仮入学とは別で
オープンスクールを行う予定。時期として
は他校のオープンスクールより早く 10 月
に予定している。当町の恵まれた教育環境
を広めることで児童や生徒も増えるので
はと考えている。
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上関海峡温泉施設

母子衛生費

かみのせき苑

道の駅の経営状況について

鳩子の湯の経営状況について

買い物支援事業

改修工事が進む鳩子の湯

 �妊婦のための支援給付交付金、今年度の対
象者は何人いるか。
 �今年度の出生数が 6 名の見込みのため新
生児一人につき５万円給付。当初見込みよ
り 3 名増の補正。

 �現在の定員の空き人数は。
 �特別養護老人ホームで 30 床が定員で、シ
ョートステイが 10 床定員である。特別養
護老人ホームは現在、年平均、月単位で 28
人程度が利用中。

産 業 厚 生 常 任 委 員 会産 業 厚 生 常 任 委 員 会

産業関係産業関係

厚生関係厚生関係

 �維持補修基金積立金に 4,200 万円補正とあ
るが、前年度も 7,800 万円積み立てている。
高額な金額の積み立てた理由と、今後も維
持についてお金が掛かるとしたらどうす
るか検討するべきでは。
 �電源立地地域対策交付金を基金に積む。温
泉施設は 10 年以上経っているので機械関
係の更新などで多額に費用がかかると予
測されるため積み立てて今後に備えると
いう考え。今後については、温泉施設自体
が上関町の観光資源の一つなので、維持し
ていきたいと思っている。

 �買い物支援事業委託料の詳細は。
 �この事業は本来、地域おこし協力隊で実施
する予定だったが、健康上の理由により退
任されたため、販売員を確保する必要が生
じた。道の駅でパートを募集する予定。そ
の方のための講習、賃金として計上。

 �移動販売は計画通り実施するのか。
 �実施する方向。11 月に移動販売車が入庫
予定のため、早ければ 11 月からスタート
したいと思うが販売員がまだ決まってい
ないため遅れる可能性もある。販売品につ
いてはテスト販売で感触を確かめながら、
主に惣菜、弁当など調理が不要なものから
そろえていく予定。各地区で買いたいもの
があるとなれば柔軟に対応していきたい。

 �巡回先に商店がある場合、競合はないか。
 �各地区の自治会長、商店と協議のうえ、決
めていく。

 �道の駅の仕入が昨年度に比べて約700万円
増加しているが何が増えたのか。
 �ヤマザキショップ導入による仕入れ増。
 �ヤマザキショップが導入されたことによ
る影響は。
 �売り上げは 1,650 万円程度。日用品やパ
ン類も種類が多く地元の方から助かって
いると聞いている。

 �道の駅としての魅力が下がったという意
見もあるが。
 �当初導入するときから意見はあったが、地
元の色を壊さず現状利益も出ているため
導入してよかったと思っている。

 �地元産の水産物、農産物の増減は。
 �鮮魚の出荷量が減少している。

 �広告宣伝費が増加した理由は。
 �テレビＣＭ２ヶ月分で 60 万円近く追加。
 �入浴料助成の利用者の延べ人数は。
 �2,039 人。
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住民アンケート集計結果

　
①
町
民
の
皆
さ
ま
の
合
意
形
成
や

意
見
決
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

行
政
手
続
き
お
よ
び
議
会
制
民
主
主

義
の
根
幹
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
住
民
投
票
を
実
施
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
②
そ
の
結
果

を
も
っ
て
誘
致
や
検
討
の
方
針
を
変

更
す
る
考
え
は
な
い
。
議
会
に
お
け

る
活
発
な
議
論
や
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、

然
る
べ
き
時
期
に
責
任
を
持
っ
て
判

断
す
る
。 町

長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、
町
民

の
意
思
を
ど
う
確
認
す
る
の
か

　

議
員
と
し
て
町
内
全
戸
を
対
象
に

「
中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
た
。そ
の
結
果
、

誘
致
に
反
対
の
意
見
や
住
民
投
票
・

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
る
声
が
い

ず
れ
も
過
半
数
を
超
え
、
多
く
の
町

民
が
意
見
を
言
え
る
場
が
な
い
こ
と

に
不
満
を
も
っ
て
い
る
印
象
を
受
け

た
。
①
町
が
責
任
を
持
っ
て
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が

町
長
の
考
え
は
。
②
仮
に
町
が
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
誘
致
に

反
対
意
見
が
多
か
っ
た
場
合
は
、
誘

致
を
撤
回
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
と
し
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い

質
問

國弘 秀人 議員

聞聞聞聞聞のここのここのここががが  きたい     きたいきたいきたいのここが  　  きたいのここが  　  きたいのここが  　  きたい町政町政町政町政町政町政
９
月
定
例
会
で
は
７
人
の
議
員
が

９
月
定
例
会
で
は
７
人
の
議
員
が

　
　
　
　
　
９
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
９
件
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

○○��

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、
町
民

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、
町
民

の
意
思
を
ど
う
確
認
す
る
の
か

の
意
思
を
ど
う
確
認
す
る
の
か

○○
県
道
の
管
理
に
つ
い
て

県
道
の
管
理
に
つ
い
て

○○��

上
関
中
間
貯
蔵
施
設
計
画
に
つ
い
て

上
関
中
間
貯
蔵
施
設
計
画
に
つ
い
て

○○��

防
災
・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

防
災
・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

○○��

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
が
必
要
と
の

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
が
必
要
と
の

考
え
考
え
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

○○��

上
関
航

上
関
航
運
の
経
営
改
善
策
は

運
の
経
営
改
善
策
は

○○��

防
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

○○��

永
久
貯
蔵
の
懸
念
は
払
し
ょ
く
さ

永
久
貯
蔵
の
懸
念
は
払
し
ょ
く
さ

れ
た
の
か

れ
た
の
か

○○��

ビ
ジ
ョ
ン
が
先
か
、
交
付
金
が
先

ビ
ジ
ョ
ン
が
先
か
、
交
付
金
が
先

かか

今今    

上
関
町
に

上
関
町
に

　　    
な
に
が

な
に
が    

必
要
必
要    

かか
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県
道
の
管
理
に
つ
い
て

　

県
道
72
号
柳
井
上
関
線
の
大
津
・

室
津
間
で
は
、
大
雨
が
降
る
度
に
山

か
ら
大
量
の
水
が
道
路
に
流
れ
出
て

お
り
、
水
路
に
落
ち
葉
な
ど
が
詰
ま

っ
て
い
る
た
め
、
水
が
道
路
を
川
の

よ
う
に
流
れ
、
道
路
下
の
急
傾
斜
に

流
れ
込
ん
で
い
る
。
以
前
に
も
道
路

の
崩
壊
や
白
浜
地
区
で
の
土
砂
災
害

な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
災
害
対
策

の
た
め
に
し
っ
か
り
と
管
理
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
県
に
対
応

を
要
望
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
県
が

対
応
で
き
な
い
場
合
、
町
が
県
の
代

わ
り
に
対
応
で
き
な
い
の
か
。

県
へ
早
期
の
改
善
・
対
応
を

強
く
要
望
し
て
い
く

質
問

柏田　真一 議員

　
以
前
よ
り
大
雨
時
の
県
道
の
状
況

は
県
へ
伝
え
て
い
る
。
県
か
ら
は
現

在
、
対
策
方
法
を
検
討
中
と
の
回
答

を
得
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
人
家

に
近
い
箇
所
に
は
、
早
期
の
対
応
を

働
き
か
け
て
い
る
。
県
道
の
維
持
管

理
は
道
路
法
第
15
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
管
理
者
で
あ
る
県
が
そ
の
責
任

と
財
源
に
お
い
て
自
主
的
に
実
施
す

る
と
あ
る
。
今
後
も
現
場
の
状
況
を
、

早
急
に
正
確
に
県
へ
情
報
提
供
し
、

早
期
の
改
善
・
対
応
を
強
く
要
望
し

て
い
く
こ
と
が
、
町
の
果
た
す
べ
き

適
切
で
効
果
的
な
役
割
と
考
え
る
。

　
町
長
と
し
て
中
国
電
力
に
対
し
て

事
業
計
画
の
提
示
を
求
め
て
き
た
。

中
国
電
力
か
ら
、
提
示
に
向
け
て
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
る
。

先
般
開
催
さ
れ
た
原
子
力
政
策
に
関

す
る
説
明
会
で
は
議
員
か
ら
中
間
貯

蔵
施
設
の
安
全
性
や
永
久
貯
蔵
へ
の

懸
念
、
移
住
定
住
施
策
に
関
す
る
影

響
な
ど
活
発
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
中
間
貯
蔵

施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
議
員
の

皆
さ
ん
が
正
し
く
理
解
し
、
知
識
を

持
ち
、
支
持
者
の
疑
問
や
不
安
な
気

持
ち
に
対
し
議
員
と
し
て
そ
の
知
識

を
広
め
、
伝
え
て
頂
き
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

上
関
中
間
貯
蔵
施
設
計
画

に
つ
い
て

　

未
だ
に
事
業
計
画
の
提
示
が
な
い

現
状
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。
８
月
19
日
に
全
議
員
が
国

か
ら
原
子
力
政
策
に
関
す
る
説
明
を

受
け
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
位
置
づ
け

や
安
全
性
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
効
果
、
永
久
貯
蔵
に
は
な
ら

な
い
こ
と
、
風
評
被
害
の
事
実
は
な

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
を
正
し
く

理
解
し
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

質
問

大津地区の道路崩壊
（令和２年）

い
こ
と
、
そ
し
て
本
計
画
が
国
策
に

沿
っ
た
も
の
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
上
、

大
変
意
義
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

が
、
改
め
て
当
町
に
お
け
る
同
計
画

を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
町
長
の
考
え

を
聞
く
。
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【交付スキーム】 国→都道府県（隣接市町村分を含む）及び所在市町村にあわせて

【交付限度額】 立地可能性調査開始から知事同意年度までの間 １.４億円／年
知事同意翌年度から２年間

【交付スキーム】 国→都道府県（隣接市町村分を含む）及び所在市町村にそれぞれ

【交付限度額】 着工から運転開始５年までの間に 合計　４９万円×最大貯蔵能力（t）

９.８億円×２年間

【交付スキーム】 国→都道府県（隣接市町村分を含む）及び所在市町村にそれぞれ

※貯蔵量が８割に達するまでは最大貯蔵能力の８割を保証
注） 上記金額はいずれも交付限度額

【交付限度額】 建設段階（運転開始年まで） ５０万円×最大貯蔵能力（t）　（毎年）
運転段階（運転開始翌年から） ６２.５万円×貯蔵量（t） ※ 　（毎年）

（1）電源立地等初期対策交付金相当分

（2）電源立地促進対策交付金相当分

（3）核燃料サイクル施設交付金相当分

●電源立地地域対策交付金は、電源開発促進税を原資として、電気の生産地にも消費地
　が享受する恩恵の一部を還元するため、電気の生産地に対して交付。

　
必
要
と
の
判
断
に
至
っ
た
最
大
の

理
由
は
、
本
計
画
が
町
の
急
激
な
人

口
減
少
と
地
域
産
業
の
衰
退
、
厳
し

い
財
政
状
況
と
い
う
課
題
を
解
決
し
、

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で

は
、
行
政
だ
け
で
す
べ
て
の
課
題
に

対
応
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
地
域
住
民
、
自
治
体
、
関
係
団
体
、

警
察
、
消
防
な
ど
、
様
々
な
主
体
と

の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
防
災
・
防
犯

対
策
を
含
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
身
近
な
不
安
や
困
り
ご

と
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
活
用
し
、
優
先
度
や

緊
急
性
を
見
極
め
た
上
で
、
必
要
な

施
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

中
間
貯
蔵
施
設
計
画
が
必
要
と
の

考
え
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

防
災
・
防
犯
対
策
に

つ
い
て

　

先
日
、
全
議
員
を
対
象
に
原
子
力

政
策
に
関
す
る
説
明
会
が
あ
っ
た
。

国
か
ら
は
「
周
辺
市
町
か
ら
も
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
説
明
方
法
を
検
討

し
た
い
」「
知
事
同
意
後
に
は
周
辺

市
町
に
も
交
付
さ
れ
る
交
付
金
は
地

域
振
興
に
活
用
可
能
。
周
辺
市
町
に

も
本
計
画
に
よ
る
大
き
な
経
済
効
果

が
見
込
ま
れ
る
」「
青
森
の
中
間
貯

蔵
施
設
で
事
業
者
連
携
が
実
現
し
て

も
上
関
中
間
貯
蔵
施
設
の
重
要
性
は

不
変
」
等
の
話
が
あ
っ
た
。
町
長
が
、

本
計
画
が
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
と
の

考
え
に
至
っ
た
経
緯
と
今
後
、
国
に

期
待
す
る
こ
と
は
。

　

最
近
で
は
、
全
国
各
地
で
自
然
災

害
に
よ
る
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

て
い
る
。
現
在
、
上
関
町
で
は
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
様
々
な
議

論
や
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
と
思
う
。
そ
う
し
た
中
で
、
私
と

し
て
は
今
あ
る
町
民
の
生
活
を
守
り
、

維
持
し
て
い
く
と
い
う
観
点
も
大
切

だ
と
思
っ
て
お
り
、
防
災
対
策
や
防

犯
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
町
づ
く
り

を
検
討
・
実
施
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

こ
う
し
た
町
民
の
安
心
・
安
全
を
守

る
施
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
の
施
策
で
あ
る
と
確
信
し
た
た
め

必
要
な
施
策
を
着
実
に

進
め
て
い
く

質
問

質
問

古泉 直紀 議員

倒木が懸念される巨木

中間貯蔵に係る電源立地地域対策交付金

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
の
新
た
な
施
策
で
あ
る
と

確
信
し
た
た
め
。
国
に
対
し
て
は
安

全
を
大
前
提
に
、
国
策
で
あ
る
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
根
幹
に
関
わ
る
極
め

て
重
要
で
あ
る
中
間
貯
蔵
施
設
が
持

つ
国
家
的
な
意
義
や
必
要
性
に
つ
い

て
、
前
面
に
立
っ
て
理
解
促
進
・
情

報
発
信
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
を

強
く
期
待
す
る
。
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定期船いわい

避難所運営マニュアル作成の地域検討会

上
関
航
運
の
経
営
改
善
策
は

　

上
関
航
運
の
運
営
は
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
で
、
毎
年
１
億
円
前
後

の
欠
損
額
が
発
生
し
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

１
０
０
０
万
円
前
後
が
町
の
一
般
財

源
か
ら
持
ち
出
し
さ
れ
て
い
る
。
令

和
７
年
度
第
62
期
航
路
損
益
計
算
書

で
は
、
１
億
７
４
１
万
９
４
２
０
円

の
欠
損
額
に
対
し
、
国
庫
補
助
金
が

４
０
７
３
万
７
９
８
１
円
、
県
補
助

金
が
５
９
０
９
万
８
０
０
０
円
で
、

町
の
持
ち
出
し
が
７
７
６
万
５
９
３

９
円
と
な
っ
て
い
る
。
上
関
航
運
の

経
営
改
善
は
喫
緊
の
課
題
、
経
営
改

善
に
向
け
た
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

航
路
の
課
題
を
整
理
し
対
応
方
針
を

見
定
め
経
営
改
善
策
に
取
り
組
む

質
問

　
上
関
航
運
の
経
営
改
善
に
向
け
、

令
和
８
年
７
月
27
日
に
国
・
県
・
経

営
専
門
家
・
柳
井
市
・
関
係
自
治
会

長
に
よ
る
「
祝
島
～
柳
井
航
路
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
専
門
家
に
よ

る
経
営
診
断
は
、
収
益
面
は
、
人
口

減
少
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
で
収
入

減
少
な
ど
。
財
政
面
は
、
令
和
７
年

９
月
の
総
資
産
は
２
５
０
０
万
円
、

負
債
は
１
億
１
３
０
０
万
円
で
、
純

資
産
は
マ
イ
ナ
ス
８
８
０
０
万
円
と

大
幅
な
債
務
超
過
で
大
変
悪
い
状
況
。

増
資
や
債
務
保
証
限
度
額
の
拡
大
、

運
賃
の
改
定
や
航
路
の
変
更
な
ど
の

議
論
が
必
要
と
の
結
果
が
出
さ
れ
た
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

海下竜一郎 議員

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

近
年
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
自

然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、

平
時
か
ら
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し

た
防
災
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し

地
域
ご
と
で
実
践
的
な
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
②
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
有
事
に
備
え

て
町
民
と
行
政
が
「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
平
時
か

ら
確
認
・
共
有
し
て
お
く
べ
き
で
は
。

③
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校

体
育
館
の
空
調
設
備
整
備
を
優
先
的

に
進
め
る
べ
き
で
は
。

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
採
用

し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

質
問

　
①
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
等
と

連
携
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
た
避
難
経
路
や
危
険
箇
所
の
確
認

な
ど
実
践
的
な
訓
練
を
検
討
す
る
。

②
11
月
か
ら
採
用
予
定
の
地
域
防
災

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
活
用
し
、
地
域
と

行
政
が
連
携
し
た
防
災
体
制
の
充
実

を
図
る
。
現
在
、
避
難
所
運
営
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
住
民
参
加
の
地
域

検
討
会
で
実
施
し
て
い
る
。
③
本
年

度
よ
り
上
関
小
学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
の
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

祝
島
小
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
も
検

討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

清水 康博 議員
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①
使
用
済
燃
料
が
永
久
的
に
貯
蔵

さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
強
く
認
識
し
て
い
る
。
②
国
は
、

「
む
つ
市
と
同
様
の
協
定
を
結
べ
ば
、

搬
出
時
に
再
処
理
工
場
が
ど
の
よ
う

な
状
態
で
も
、
確
実
に
町
外
搬
出
さ

れ
る
」
と
説
明
し
た
。
仮
に
こ
の
計

画
が
進
展
す
る
場
合
に
は
、
国
に
対

し
て
、
地
元
と
の
約
束
が
遵
守
さ
れ

る
よ
う
、
事
業
者
を
し
っ
か
り
と
指

導
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
③
関
西
電

力
と
は
直
接
協
議
し
て
お
ら
ず
、
事

業
計
画
が
示
さ
れ
た
ら
内
容
を
確
認

し
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

国
の
説
明
会
で
、
将
来
の
使
用
済

み
核
燃
料
の
搬
出
に
つ
い
て
は
上
関

町
と
中
国
電
力
、
関
西
電
力
と
の
間

で
の
「
約
束
」
だ
け
が
根
拠
と
な
り
、

国
は
主
体
的
な
責
任
を
持
た
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
①
中
間
貯
蔵
施
設

の
計
画
に
つ
い
て
永
久
貯
蔵
の
懸
念

を
も
っ
て
い
る
か
。
②
保
管
期
限
後

の
搬
出
に
国
に
も
主
体
的
に
責
任
を

負
う
こ
と
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
③
関
西
電
力
は
福
井
県
と
の
約

束
を
30
年
に
わ
た
り
何
度
も
反
故
に

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
重
い
約
束

を
す
る
に
足
る
信
頼
関
係
を
も
つ
企

業
な
の
か
。

確
実
に
町
外
搬
出
さ
れ
る

よ
う
国
に
指
導
を
求
め
る

質
問

山戸 孝 議員

永
久
貯
蔵
の
懸
念
は

払
し
ょ
く
さ
れ
た
の
か

ビ
ジ
ョ
ン
が
先
か
、

交
付
金
が
先
か

　

大
き
な
財
源
が
入
る
と
、
自
治
体

は
合
理
的
な
政
策
判
断
を
あ
や
ま
る

こ
と
が
あ
る
。「
財
源
が
あ
る
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
必
要
以
上
に
大
き
な

施
設
を
建
て
て
し
ま
い
、
後
に
な
っ

て
維
持
管
理
費
で
財
政
が
苦
し
め
ら

れ
た
り
、
ま
た
地
域
支
援
策
を
用
意

し
て
も
肝
心
の
使
う
人
が
い
な
い
と

い
う
事
例
は
、
全
国
で
起
き
て
い
る
。

財
源
の
有
効
活
用
案
を
考
え
る
と
い

う
新
た
な
業
務
に
対
応
で
き
る
職
員

マ
ン
パ
ワ
ー
も
十
分
な
い
中
、
町
は

「
大
き
な
財
源
は
諸
刃
の
剣
だ
」
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

財
源
起
点
の
政
策
づ
く
り
に
陥
ら

な
い
よ
う
体
制
強
化
に
努
め
る

質
問

　
有
利
な
財
源
が
あ
る
こ
と
自
体
が

判
断
を
鈍
ら
せ
る
と
は
認
識
し
て

い
な
い
。
地
方
自
治
体
に
お
い
て

は
、
将
来
の
需
要
予
測
や
持
続
可
能

性
を
見
極
め
、
真
に
必
要
な
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
大
前
提
。
将
来
に

わ
た
り
町
民
の
暮
ら
し
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

財
源
の
可
能
性
を
排
除
せ
ず
、
戦
略

的
か
つ
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。「
財

源
が
あ
る
か
ら
使
う
」
の
で
は
な
く
、

合
理
性
を
重
視
し
て
活
用
す
る
と
と

も
に
、
財
源
起
点
の
政
策
づ
く
り
に

陥
ら
な
い
よ
う
体
制
強
化
に
努
め
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

秋山 鈴明 議員

原子力財源で建てた総合文化センター
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７
月
31
日
の
原
子
力
関
係
閣
僚
会

議
で
「
今
後
の
原
子
力
政
策
の
方
向

性
と
行
動
指
針
」
が
決
定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
岩
木
議
長
か
ら
の
要
請

に
よ
り
、
８
月
19
日
に
上
関
町
議
会

の
全
議
員
を
対
象
と
し
た
国
に
よ

る
原
子
力
政
策
に
関
す
る
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
か
ら
は
『
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
』
と
『
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
政
策
』
に
つ
い
て
（
使

用
済
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施
設
を
中
心

に
）
と
題
し
て
、
上
関
町
に
お
い
て

中
国
電
力
が
中
間
貯
蔵
施
設
の
立
地

を
進
め
る
こ
と
は
ま
さ
に
国
策
に
沿

っ
た
も
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
上
、

大
変
意
義
の
あ
る
も
の
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
国
策
に
お
け

る
上
関
町
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
役
割

や
永
久
貯
蔵
へ
の
懸
念
、
国
の
責
任
・

関
与
、
青
森
県
の
中
間
貯
蔵
施
設
に

お
け
る
事
業
者
間
連
携
に
よ
る
上
関

地
点
へ
の
影
響
、
移
住
定
住
へ
の
影

響
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
発
な
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議会活動報告（令和８年 6 月 16 日～令和８年 9 月 11 日）

 
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る

 
原
子
力
政
策
に
関
す
る
説
明
会

７
月
28
日

７
月
21
日

　
～
23
日

７
月
14
日

７
月
13
日

７
月
10
日

７
月
９
日

７
月
８
日

７
月
７
日

７
月
６
日

７
月
３
日

７
月
２
日

７
月
１
日

６
月
30
日

６
月
26
日

６
月
23
日

６
月
16
日

月
　
日

例
月
出
納
検
査
（
山
谷
）

離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
視
察
（
島
根
県
知
夫
村
‥
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
古
泉
）

定
期
監
査
（
山
谷
）

定
期
監
査
（
山
谷
）

定
期
監
査
（
山
谷
）

県
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
山
口
市
‥
岩
木
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
古
泉
・
柏
田
・
清
水
・
國
弘
）

柳
井
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修
会
（
柳
井
市
‥
全
議
員
）

定
期
監
査
（
山
谷
）

定
期
監
査
（
山
谷
）

定
期
監
査
（
山
谷
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
古
泉
・
柏
田
・
清
水
・
國
弘
）

例
月
出
納
検
査
（
山
谷
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
古
泉
・
柏
田
・
清
水
・
國
弘
）

議
会
広
報
委
員
会
（
海
下
・
古
泉
・
柏
田
・
清
水
・
國
弘
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）

９
月
11
日

９
月
11
日

９
月
10
日

〃
９
月
８
日

〃
９
月
２
日

８
月
27
日

８
月
26
日

〃
８
月
24
日

８
月
20
日

８
月
18
日

８
月
15
日

８
月
３
日

月
　
日

議
会
運
営
委
員
会
（
古
泉
・
柏
田
・
清
水
・
山
谷
・
岩
木
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議

（
岩
木
・
海
下
・
秋
山
・
柏
田
・
國
弘
・
古
泉
・
清
水
・
右
田
・
山
谷
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
柏
田
・
秋
山
・
岩
木
・
古
泉
・
山
戸
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
清
水
・
右
田
・
海
下
・
山
谷
・
國
弘
・
岩
木
）

全
員
協
議
会
（
全
議
員
）

第
３
回
定
例
会
本
会
議
（
全
議
員
）

町
営
住
宅
入
居
審
査
会
（
海
下
・
清
水
）

議
会
運
営
委
員
会
（
山
戸
・
古
泉
・
柏
田
・
清
水
・
山
谷
・
岩
木
）

定
期
監
査
報
告
（
山
谷
）

例
月
出
納
検
査
（
山
谷
）

山
口
県
議
会
議
員
広
報
研
修
会

（
山
口
市
‥
海
下
・
古
泉
・
柏
田
・
清
水
・
國
弘
）

上
関
町
財
政
健
全
化
審
査
（
山
谷
）

二
十
歳
の
つ
ど
い
（
岩
木
）

熊
毛
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会
（
平
生
町
‥
岩
木
）

内
容
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）



12かみのせき議会だより

　■
編

　
集

／
議

会
広

報
広

聴
調

査
特

別
委

員
会

　
■

印
刷

所
／

中
村

印
刷

株
式

会
社

■
発

行
責

任
者

／
議

会
議

長
　

岩
木

和
美

　
〒

742-1402　
山

口
県

熊
毛

郡
上

関
町

大
字

長
島

448
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
、
そ

し
て
行
楽
の
秋
。
過
ご
し
や
す
い
季

節
に
、
小
さ
な
旅
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
同
じ
町
内
で
も
、
ま
だ
行
っ
た

こ
と
の
な
い
場
所
は
意
外
と
多
い

も
の
。
定
期
船
で
祝
島
や
八
島
を
訪

ね
て
み
た
り
、
普
段
と
は
違
う
道
を

散
歩
し
て
み
た
ら
、
新
た
な
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
旅
は
脳
を

刺
激
し
、
認
知
症
予
防
に
も
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、

町
長
選
挙
が
終
わ
り
、
今
後
４
年
間

の
舵
取
り
役
が
決
ま
り
ま
し
た
。
新

た
な
任
期
を
担
う
町
長
と
と
も
に
、

議
会
も
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
良
い
上

関
町
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

編

集

後

記

委
員
長　

海
下
竜
一
郎

副
委
員
長　

古
泉　

直
紀

委　

員　

柏
田　

真
一

　

〃　
　

國
弘　

秀
人

　

〃　
　

清
水　

康
博

議会広報広聴
調査特別委員会

次
回
定
例
会
の
初
日
は

12
月
２
日(
水)

の
予
定

で
す
。

柳井クルーズホテル（柳井市）

山口県自治会館（山口市）

ご当選おめでとうございます

　

７
月
６
日
に
柳
井
市
で
柳
井
地
区

広
域
市
町
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
議
会
に
お
け
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
」
と
題
し
て
、
社
会

保
険
労
務
士
で
前
長
岡
京
市
議
会
議

員
（
第
28
代
議
長
）
の
白
石
多
津
子

氏
よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
議
員

同
士
、
議
員
と
職
員
、
議
員
と
住
民

と
の
関
係
で
起
き
や
す
い
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
事
例
と
防
止
策
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
安
心
し
て
議
論
す
る
た

め
に
も
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ

い
て
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
に
山
口
市
で
山
口
県
町

議
会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
パ
ッ
と
伝
わ
る
広
報
紙
に
！
議

会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
題
し
て
、グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
日
本
広

告
協
会 

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
平

本
久
美
子
氏
の
講
演
が
あ
り
、
そ
の

後
、
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
各
町
の
「
議
会
だ
よ

り
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
こ
を

ど
う
し
た
ら
読
み
や
す
く
な
る
か
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
柳
井
地
区
広
域
市
町

　
　
　
議
会
議
員
研
修
会

 

山
口
県
町
議
会

　
　
　
　
広
報
研
修
会

要
　
望

西
哲
夫
町
長
再
選

•

令
和
９
年
度
過
疎
対
策
関
係

  

政
府
予
算
・
施
策
に
関
す
る
要
望

　
　
　

一
般
社
団
法
人

　
　
　
　
　

全
国
過
疎
地
域
連
盟

　
　
　

専
務
理
事　

牧　

慎
太
郎


